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発刊以来増刷を重ねてきたロングセラーテキストを大幅増訂！

・充実した内容  ・現場の経験に基づいた解説  ・実践に活かせる
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第 1章　法令・資格 １項　法令

道路法1-1- 3

道路に関する基本法。一般交通の用に供する道路について、道路の種類、路線の認定、道路の管理、費用の負担、
監督などについて定めている法律です。

  道路占用許可
道路に工作物等を設置し、道路を継続的に使用することを、道路
占用と言います。 道路占用を行う時は、道路管理者の許可が必要
です。この許可のことを、道路占用許可と言います。
道路占有許可を行う場合、各自治体により許可基準は違いますが、
図のように、占有出幅、下端高さの制限を受けることになります。
　
占有出幅 A は１ｍ以下、かつ
歩道上で、占用出幅 D ＝0.5ｍ以下なら、下端高さ Z は 2.5ｍ以上
歩道上で、占用出幅 D ＝0.5ｍ超過なら、下端高さ Z は 3.5ｍ以上
車道上は、下端高さ Z は 4.5 ｍ以上

  道路使用許可
道路交通法では、道路を使用する場合には、管轄の
警察署から許可を受ける必要があります。この許可は
一般的に「道路使用許可」と呼ばれます。道路使用許
可の申請には、以下の 2 つの場合があります。

① 上空での占用：敷地境界線を越えて行われる作業
例：仮設足場、ゴンドラ作業、突き出し看板の設置など

② 地上での作業：道路上での作業　
例：高所作業車の使用、作業エリアの一時的封鎖など

屋外広告物法1-1- 4

良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止するために、屋外広告物の表示及び屋
外広告物を掲出する物件の設置、並びにこれらの維持並びに屋外広告業について、必要な規制の基準を定めること
を目的とする法律です。

  屋外広告物の定義
屋外広告物の定義は、以下の４つの要件をすべて満たすものである。

①　常時または一定の期間継続して表示されるもの
②　屋外で表示されるもの
③　公衆に表示されるもの
④　看板、立看板、はり紙及びはり札並びに広告塔、広告板、建物その他の工作物等に掲出され、又は表示さ
　　れたもの（屋外広告物法第２条）
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売買、雇用、賃貸借、請負や贈与など身の周りのことや、日常生活のさまざまな場面で関わってくる契約や、契約の
解除など、契約にまつわるルールなどを定めている法律です。

  土地の工作物等の占有者及び所有者の責任（民法第７１７条）
土地の工作物（看板など）が壊れて他人や物を傷つけた場合に、その工作物の設置または保存に瑕疵がある場合には、
その工作物の持ち主 ( 所有者 ) や表示面を借りている人 ( 占有者 ) に損害賠償責任が発生するという、法律上の特別
な責任です。

建築基準法1-1-2

建築物の敷地、構造、設備及び用途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、健康及び財産の保護を図り、公共
の福祉の増進に資することを目的とする法律です。

  確認申請が必要な工作物　　
高さ４ｍを超える広告塔、広告板、装飾塔、記念塔、その他これ
らに類するもの（建築基準法施工令第１３８条）は、工作物に指
定され、その工作物が建築基準法に適合しているか、確認を行わ
なければなりません。
確認申請とは、工作物の構造計算を行い、安全性を確認した上、
必要書類を検査機関に提出し、確認済証の交付を受けることです。

  防火地域内の制限
防火地域内にある看板、広告塔、装飾塔、その他これらに類する
工作物で、建築物の屋上に設けるもの、又は高さ３mを超えるも
のは、その主要な部分を不燃材料で作り、又はおおわなければな
らない。（建築基準法第６６条）　
不燃材とは、加熱開始後２０分以上燃焼しないこと、防火上有害
な変形・溶融・亀裂が起きないこと、有害な煙またはガスを発生
させないこと、が条件となっています。

第１章　法令・資格　＞　１項　法令

法令

公共の場に設置するサインは、誰でも自由に作ってよいものではありません。さまざまな法律や
ルールを遵守し、安全な設置を行う必要があります。特に確認申請が必要となる工作物は、作り
直しや違反がないよう確認をしながら、製作・設置を進めていきましょう。

民法1-1-1
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防火地域内の規制 建築物の屋上に設けるものは
高さ関係なく防火装置が必要
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第３章　材料・制作 ３項　装飾フィルムの加工

  調色のやり方
　　　 　

　　

　　　

シルクスクリーン印刷3 - 3 -1 3

さまざまな手法により色彩豊かなサインが製作されていますが、現在のようにデジタルデータを用いたプリンタでの
印刷が主流になる以前に、自由な色彩表現を可能にしたのがこのシルクスクリーン印刷でした。もちろん手書きの職
人さんによる看板でも可能だったのですが、同じものを何個も製作するとなるとシルクスクリーン印刷が時間も手間も
短縮できる唯一の方法でした。今も数多く製作するサインなどは品質の安定性とコスト面でも優位性があります。
そのシルクスクリーン印刷サインとはどのようにして作られていくのか解説していきます。

 シルクスクリーン印刷の特徴

 あらゆる素材に印刷できること。ただし、印刷する素材ごとに使用するインキが変わります。繊維に印刷するイン
キは水性インキを使用し、それ以外のものは油性インキを使用します。同じ油性でも印刷する素材ごとに使用イン
キは選定する必要があります。
 耐光性がある。（高耐光性のインキを使用した場合）
 微細なパターンも再現できる。（プリント基盤の配線はシルク印刷が施されている）
 同一のものを数多く作る場合、製作数量が多いほど安価。
 さまざまな付加機能を持たせることができる（点字印刷・レジストインキを使用したプリント基盤・電極に使用さ
れる導電インキなど）。

②一度、混ぜ合わせ、見本帳と見比べる①ターゲットに定めた色調になるよう少量ずつ
取り比率を見る

③足りない色があれば追加し、調整。 ④何度か②と③を繰り返し、合わせていく。
見本帳とピッタリ合えばできあがりです。

 シルクスクリーンの製作

　　

これら① , ②の一連の工程を写真製版、作成された刷版のことを通常「版」と呼びます。このスクリーンに絹が使用
されたことから、シルクスクリーン印刷という印刷技法の名称となりました。

 実際の印刷手順

　　

　　

①ポジフィルムを用意します。ポジフィルムは「版下」
と呼ばれる元原稿を作成し、製版カメラで撮影され、
作成されます。遮光フィルムをカッティングプロッ
ターでカットしたものでも代用できます。印字される
部分は遮光され、それ以外は透明です。

②あらかじめ感光剤を塗布したスクリーンにポジフィ
ルムを版に固定し露光します。焼付けた版を現像し
乾燥させると製版完了です。

①位置合わせ・固定後、版上のインキを被せる（広
げる）。

②印刷用スキージで適正圧にて刷る（擦る）とスク
リーンの網目からインキが落ち、印刷される。

③この繰り返しででき上がる。 ④完成です。
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第４章　施工 １項　施工概論

④ 基礎を作る

⑤ 仮枠を解体　

⑥ 看板の構造

　

ポール看板を取り付けるまで4 -1- 6

 基礎工事

① 地盤調査：地盤の強さを調べる

② 遣り方（やりかた）：看板を立てる基礎の位置を決める　

③ 掘削（くっさく）：基礎の底になる位置まで土を掘る

125124

第４章
2項

第４章
2項

第４章　施工 ２項　安全管理

作業中の注意4 -2 -2

 指導者・責任者の指示に従う
作業前には危険予知活動「KYミーティング」を行います。現場にはどんな危険が潜んでいるか分かりません。作業
内容に潜む危険について話し合い、ポイントを自由に発言
します。そして、対策を決め、KY ボードに書き込み、全
員で指差連呼をして復唱します。あらかじめ危険なポイン
トを知る事で、危険回避に繋がります。KY は命を守る安
全対策の心構えです。

　

 足場の組み立ては丁寧に、そして確実に

足場は、高所作業で自分や仲間達が作業する場所です。
安全な仕事をするためにはしっかりとした作業場が必要で
す。もし、自分が作った足場で誰かが怪我をしてしまった
ら、大変悲しいことです。丁寧に確実に組み上げましょう。

また作業内容によっては、手すりや足場板を外して行う場
合もあります。作業が完了次第、速やかに足場を復旧す
るようにしましょう。脚立足場を使う機会も多いですが、
この場合も同じです。

 火気の使用にあたっては事前に許可を受ける /  設置されている消火器は移動させない

火気を使用する器具 ( アセチレンガスバーナー )または火
花を発する器具 ( ベビーサンダーや高速カッター ) を使う
際には、周辺に燃えるものがないか確認しましょう。火
花は思わぬ方面に飛散します。周りが燃えないよう、防
炎シートなどでしっかり養生します。そして消化バケツや
消火器も必ず用意し、これらの準備ができてから作業を
開始しましょう。また設置されている消火器は、イザとい
うとき場所が分からないと、初期消火の遅れにつながり
ます。勝手に移動させないこと。そして必ず守ることです。

悪い例 良い例

　

高い所で作業を行う場合は、墜落や転落の危険から身を守るために必ず墜落防止器具「フルハーネス型」を正しく着
用しましょう。フックを取り付ける位置は、腰に装着したベルトより上の、できるだけ高い位置を選びましょう。ヘルメッ
ト同様、使用する前には、ランヤードに傷が無いか、フックやバックルに傷や変形が無いかもしっかりと点検しましょ
う。ヘルメットや墜落防止器具は自分の命を守ってくれる大切な保護具です。
しかし、正しく使わなければその役割は果たされません。正しい使い方を心がけましょう。

悪い例 良い例

　

そして、足元にも要注意です。
重い物をつま先に落としケガをしてしまう場合も少なくありません。つま先に金属製または樹脂製の先芯が入ってい
る安全靴は、このような事故から足を守る大切な保護具となります。
また、靴は身体を一日中支えている重要なもので、自分の足に合っていないと、かえって疲労が溜まったり、腰痛な
どを引き起こす原因にもなります。自分の足に合った靴を選びましょう。

例
い
悪

　

例
い
良

 お客さまにしっかりと挨拶をしましょう
突然作業が始まったら、お客さまはどんな作業をするのか心配になります。
作業を開始する前にしっかり挨拶をして、作業内容を伝えましょう。

これから看板業界で働く方はもちろん、経験者にも参考となるテキストで
す。法令をはじめ、さまざまな分野にわたる技術、素材の説明、施工に
関する注意、見積もり方法や利益の上げ方に至るまで、看板業に関わる
ノウハウを網羅しています。
看板業に従事するすべての方におすすめの一冊です。 6,000円定価
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～看板の仕事を楽しむための心得～
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